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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結

累計期間
第65期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 2,201,369 2,035,197 9,256,906

経常損失（△） （千円） △67,874 △106,960 △128,029

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △69,643 △85,620 △122,904

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △56,677 △19,583 15,859

純資産額 （千円） 5,350,553 5,370,961 5,422,825

総資産額 （千円） 9,846,242 9,932,541 9,602,994

１株当たり四半期（当期）純損失金

額（△）
（円） △6.49 △7.98 △11.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.3 54.1 56.5

　（注）1.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2.売上高には、消費税等は含まれておりません。

3.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

4.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
 
 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策により円安・株高が続き、景気は緩

やかな回復傾向が見られるものの、一方で個人消費については、円安等による物価上昇の影響もあり、依然として

先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの属する和装業界におきましても、市場縮小傾向にやや下げ止まり感はあるものの、引き続き厳

しい状況で推移いたしました。

このような状況の下、当社グループは、事業部門間の取扱商品の相乗効果による販売の強化や積極的な新ブラ

ンド等の商品開発、販売チャンネルの拡充を図るとともに、販売促進企画の提案や催事展開の効率化、固定費の削

減など営業効率の改善に努めてまいりました。

結果といたしまして、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,035百万円と前年同期比166百万円（7.5％）の減

少、営業損失は113百万円（前年同期は69百万円の営業損失）、経常損失は106百万円（前年同期は67百万円の経常

損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は85百万円（前年同期は69百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

① きもの事業

きもの事業におきましては、消費低迷の影響から厳しい状況で推移いたしました。このような状況の下、当事

業では、消費者の方への商品提案に心がけた「和」の文化を活かしたブランド商品や、タレントのローラを起用

した振袖ブランド「ＲＯＬＡ」等の他、新たに世界的有名ブランドの「ＭＩＣＨＩＫＯ　ＬＯＮＤＯＮ」のブラ

ンドを展開、また、リーズナブルな商品の展開も行うとともに、小売店頭活性化への販売促進企画の提案や得意

先催事への応援強化等積極的な営業活動の展開と事業効率の改善に努めてまいりました。結果といたしまして、

売上高は1,371百万円と前年同期比83百万円（5.7％）の減少、セグメント損益におきましては68百万円のセグメ

ント損失（前年同期は43百万円のセグメント損失）となりました。

② ジュエリー事業

宝石業界におきましては、引き続き厳しい状況で推移いたしました。このような状況の下、当事業では、主力

ブランドであるスペインの「カレラ イ カレラ」の展開、また、ダイヤ及び色石等素材商品につきましては

ファッション性と価格競争力の強化を図るとともに、得意先催事に対する積極的な販売促進企画の提案、在庫の

縮減等事業効率の改善に努めてまいりました。結果といたしまして、売上高は299百万円と前年同期比12百万円

（4.0％）の減少、セグメント利益におきましては１百万円と前年同期比０百万円（32.4％）の減少となりまし

た。

③ ファッション事業

毛皮・レザー等の重衣料商品全般は、カジュアル化傾向による単価の下落等により厳しい状況で推移いたしま

した。このような状況の下、当事業では、季節変動の影響を受けにくいオストリッチやクロコダイル等、爬虫類

素材の高級ハンドバッグの拡販に努めるとともに、商品管理の徹底や催事効率の改善等、事業効率の向上に努力

してまいりました。結果といたしまして、売上高は364百万円と前年同期比69百万円（16.1％）の減少、セグメ

ント損益におきましては８百万円のセグメント損失（前年同期は15百万円のセグメント利益）となりました。

 

(2)　事業上及び財務上対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

(3)　研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,380,000

計 41,380,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　普通株式 11,000,000 11,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 11,000,000 11,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成27年４月１日～

　平成27年６月30日
－ 11,000,000 － 1,857,196 － 1,577,320

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

272,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

10,686,000
10,686 －
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区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

単元未満株式
普通株式

42,000
－

１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 11,000,000 － －

総株主の議決権 － 10,686 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ウライ㈱

京都市下京区室町

通綾小路上る鶏鉾

町498番地

272,000 － 272,000 2.47

計 － 272,000 － 272,000 2.47

（注）当第１四半期会計期間において、単元未満株式の買取りを行ったことにより、当第１四半期会計期間末現在の当社

保有の自己株式数は273,264株となっております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

ウライ株式会社(E02919)

四半期報告書

 6/16



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 938,032 966,296

受取手形及び売掛金 3,171,093 2,942,344

商品及び製品 2,003,554 2,428,889

その他 114,042 148,644

貸倒引当金 △58,400 △45,500

流動資産合計 6,168,322 6,440,675

固定資産   

有形固定資産   

土地 933,126 933,126

その他（純額） 991,017 980,649

有形固定資産合計 1,924,144 1,913,776

無形固定資産 6,305 5,740

投資その他の資産   

投資有価証券 861,716 932,243

退職給付に係る資産 102,760 102,407

その他 629,383 626,033

貸倒引当金 △89,638 △88,335

投資その他の資産合計 1,504,222 1,572,349

固定資産合計 3,434,671 3,491,866

資産合計 9,602,994 9,932,541

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,559,887 1,740,830

短期借入金 1,258,372 1,558,372

1年内償還予定の社債 58,000 58,000

未払法人税等 12,571 6,144

賞与引当金 72,200 35,825

売上割戻引当金 10,445 9,450

返品調整引当金 38,014 34,039

その他 300,690 275,721

流動負債合計 3,310,180 3,718,382

固定負債   

社債 87,000 87,000

長期借入金 292,612 243,019

その他 490,376 513,179

固定負債合計 869,988 843,198

負債合計 4,180,168 4,561,580
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,857,196 1,857,196

資本剰余金 1,577,320 1,577,320

利益剰余金 4,405,870 4,288,068

自己株式 △23,233 △23,333

株主資本合計 7,817,153 7,699,251

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 298,491 365,307

土地再評価差額金 △2,793,129 △2,793,129

退職給付に係る調整累計額 100,310 99,530

その他の包括利益累計額合計 △2,394,327 △2,328,290

純資産合計 5,422,825 5,370,961

負債純資産合計 9,602,994 9,932,541
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 2,201,369 2,035,197

売上原価 1,489,064 1,371,436

売上総利益 712,304 663,761

返品調整引当金戻入額 33,544 38,014

返品調整引当金繰入額 29,838 34,039

差引売上総利益 716,010 667,736

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 30,748 29,668

販売促進費 134,419 142,877

広告宣伝費 17,350 18,236

貸倒引当金繰入額 △24,900 △12,444

役員報酬 18,648 20,220

給料手当及び賞与 261,544 260,077

賞与引当金繰入額 35,750 35,825

退職給付費用 37,057 28,840

福利厚生費 48,183 26,459

旅費及び交通費 117,574 116,842

減価償却費 15,877 18,392

その他 93,570 96,598

販売費及び一般管理費合計 785,825 781,593

営業損失（△） △69,815 △113,857

営業外収益   

受取利息 109 23

受取配当金 6,148 6,144

不動産賃貸料 11,099 12,247

貸倒引当金戻入額 － 23

その他 1,275 1,867

営業外収益合計 18,633 20,305

営業外費用   

支払利息 5,753 4,328

社債利息 552 394

不動産賃貸費用 9,549 7,151

貸倒引当金繰入額 427 －

その他 410 1,533

営業外費用合計 16,692 13,408

経常損失（△） △67,874 △106,960

特別利益   

投資有価証券売却益 － 21,878

特別利益合計 － 21,878
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  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

税金等調整前四半期純損失（△） △67,874 △85,082

法人税、住民税及び事業税 1,320 1,320

法人税等調整額 449 △782

法人税等合計 1,769 538

四半期純損失（△） △69,643 △85,620

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △69,643 △85,620
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △69,643 △85,620

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 14,007 66,816

退職給付に係る調整額 △1,041 △779

その他の包括利益合計 12,966 66,036

四半期包括利益 △56,677 △19,583

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △56,677 △19,583

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

 

（追加情報）

当社が加入する「京都織物卸商厚生年金基金」（総合型）は、平成27年７月22日開催の代議員会で同基金の解

散を決議いたしました。

同基金解散に伴い同基金の保有資産が最低責任準備金に満たない部分（いわゆる代行割れ部分）の発生の可能

性が極めて低いことから、解散に伴う費用の金額と業績に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 17,420千円 19,880千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 32,189 3  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 32,181 3  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）1

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）2
 きもの事業

ジュエリー

事業

ファッション

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 1,455,069 311,851 434,448 2,201,369 － 2,201,369

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 1,455,069 311,851 434,448 2,201,369 － 2,201,369

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△43,008 1,722 15,957 △25,328 △44,486 △69,815

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△44,486千円は各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は総務・人事・経理・情報部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）1

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）2
 きもの事業

ジュエリー

事業

ファッション

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 1,371,462 299,283 364,451 2,035,197 － 2,035,197

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 1,371,462 299,283 364,451 2,035,197 － 2,035,197

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△68,646 1,164 △8,375 △75,857 △38,000 △113,857

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△38,000千円は各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は総務・人事・経理・情報部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △6円49銭 △7円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△69,643 △85,620

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）
△69,643 △85,620

普通株式の期中平均株式数（株） 10,729,692 10,727,029

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成２７年８月４日  

ウライ株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 髙橋　一浩　　印  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 岩淵　貴史　　印  

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウライ株式会

社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２７年４月１日

から平成２７年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウライ株式会社及び連結子会社の平成２７年６月３０日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
報告書提出会社）が別途保管しております。

　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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